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まえがき 

 

 岩盤力学および岩盤工学の分野においては，主に静的現象を取り扱うことが多いものの，最近

では，地震，発破，岩盤構造物の崩壊，掘削，衝撃や山はねといった動的な取り扱いを必要とす

るテーマも着目されるようになってきています． 

近年，地震工学的な立場から岩石・不連続面の変形過程・破壊時の多重パラメータ応答の確認

など，地震動の特性・特徴を明確にするための基礎的な研究が行われています．その一方，地震

動と地震断層の強制変位場を受ける地上・地下岩盤構造物の動的挙動と，その動的安定性に関し

ても基礎的な研究が進められてきています．また，地震動に限らず，掘削に伴う発破振動が周辺

岩盤と構造物に与える影響についても様々な研究が行われてきています． 

このような背景のもと，岩盤力学と岩盤工学の分野においても，地震とその岩盤構造物に与え

る影響について動的問題に取り組むことが喫緊の課題となっています． 

International Society for Rock Mechanics (ISRM：岩盤力学に関する国際会議)は，2008 年

（委員長：Yingxin Zhou）に岩盤動力学委員会を設立し，日本から藍檀がこの委員会の委員に招

待され，2009 年に Lausanne にあるスイス工科大学で「岩盤動力学に関する国際ワークショップ」

が開催されました．その成果は「Advances in Rock Dynamics and Applications」の本にまとめ

られ，2011 年に CRC Press より出版されています．この本の内容は，衝撃試験，岩盤内の波動伝

達，岩盤構造物破壊について既存の数値解析手法とその適用，発破掘削とその振動，動的荷重下

における支保部材の動的応答に関する実験および地震と，それによる岩盤構造物の被害などを含

んでいます． 

本小委員会は，平成 25 年 6 月に設立され，岩盤力学を中心として地震工学などの分野における

知見も併せて，現状とその問題点，解決すべき課題を明らかにし，その解決に向けた道筋を立て

ることを目指すこととしました．具体的な活動内容を下記のように設定しました． 

1) 室内試験における岩石・不連続面・破砕帯の変形・破壊過程中の動的応答について既存の研

究成果の整理と今後課題と試験法の確立 

2) 断層運動による各種岩盤構造物の被害事例の収集と分析 

3) 地震以外の振動源（発破，爆発）による構造物の被害事例の分析 

4) 岩盤と岩盤構造物の動的挙動を評価できる解析手法とその妥当性の検証 

5) 自然岩盤構造物を含め，岩盤動力学の基礎とその適用法の確立に向けてガイドラインの設立 

第 3 項目を除いて，上記の目的に果たすため，小委員会内で 4 つのワーキング・グループ（岩

盤動的物性値 WG，地震動 WG，岩盤構造物 WG，数値解析 WG）を形成し，平成 25 年 10 月から平成

28 年 6 月（1 年延長）まで活動しました．各 WGの活動内容は下記の通りです． 

1) 岩盤動的物性値 WG は，岩盤の動的挙動を地震応答の観点から現状を整理し，岩盤の動的特

性に関する試験・実験の結果（既往研究）を取りまとめ，問題点と今後の課題を整理する． 

2) 地震動 WG では，強震動と断層運動に伴う永久変形の予測，評価方法を整理し，現状の問題

点と今後の取り組むべき課題を明らかにする．特に，断層運動による強震動および永久変形

に着目し，不連続面を有する岩盤の地震伝播，永久変形による地盤変形, 構造物への影響に

ついて検討を行う． 

3) 岩盤構造物 WG は，各種岩盤構造物の地震動被害例を収集し，現状の設計・解析法と評価レ

ベルの現状を整理し，その問題点と今後の課題をまとめる．ただし，構造物の範囲は広いた

め，対象を絞って 4 つのサブ・ワーキング・グループ（岩盤トンネル SWG，岩盤斜面 SWG，



基礎岩盤 SWG，および石積構造物・遺跡 SWG）に分かれて活動する． 

4) 数値解析 WG は，岩盤動力学における解析技術について国内外の文献調査を行い，今まで提

案および利用されている各種の解析技術の現状を整理し，その問題点と今後の課題をまとめ

る． 

岩盤動力学の体系化を含めて，本小委員会の第１フェーズの活動に関して，この報告書でまとめ，

各章でその詳細の内容を記述しています． 

 

平成 29 年 12 月 22日 

公益社団法人 土木学会 岩盤力学委員会   

岩盤動力学に関する研究小委員会 委員長 

琉球大学 教授 

   藍檀 オメル 
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